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(57)【要約】
【課題】ポンプ配管内の中間軸受１９の軸受摺動部材を
ポンプ軸９から容易に取り外しできるようにした立軸ポ
ンプを提供する。
【解決手段】ポンプ軸９を、上部ポンプ軸９ａと下部ポ
ンプ軸９ｂに分割し、上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸
９ｂをポンプ配管内で中間軸継手３２により連結し、下
部ポンプ軸の上端側部分を中間軸受１９で支承する。中
間軸継手３２で連結する上部ポンプ軸９ａの下端と下部
ポンプ軸９ｂの上端の軸方向の間隔Ｌを、中間軸受１９
に用いる固定側摺動部材２３またはこれに対向して配設
される回転側摺動部材２５の軸方向長さのいずれよりも
長く設定する。しかも、中間軸継手３２を分解した状態
で、固定側摺動部材２３および回転側摺動部材２５を下
部ポンプ軸９ｂの上端まで移動させ得る構成とする。固
定側摺動部材２３および回転側摺動部材２５を、上部ポ
ンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂの間隔Ｌから取り外す。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポンプ軸を、上部ポンプ軸と下部ポンプ軸に分割し、前記上部ポンプ軸と下部ポンプ軸を
吐出しエルボの上流側のポンプ配管内で中間軸継手により連結し、前記下部ポンプ軸の上
端側部分を中間軸受により支承した立軸ポンプにおいて、前記中間軸継手で連結する前記
上部ポンプ軸の下端と前記下部ポンプ軸の上端の軸方向の間隔を、前記中間軸受に用いる
固定側摺動部材またはこれに対向して配設される回転側摺動部材の軸方向長さのいずれよ
りも長く設定し、しかも前記中間軸継手を分解した状態では、前記固定側摺動部材および
前記回転側摺動部材を前記下部ポンプ軸の上端まで移動させ得るように構成したことを特
徴とする立軸ポンプ。
【請求項２】
請求項１記載の立軸ポンプにおいて、前記吐出しエルボの外壁に作業員が出入りできる点
検孔を設け、この点検孔から前記中間軸受が配設された位置まで作業員が前記ポンプ配管
内に入れるように構成したことを特徴とする立軸ポンプ。
【請求項３】
請求項１または２記載の立軸ポンプにおいて、前記下部ポンプ軸の下端側部分を支承する
下部軸受を、前記下部ポンプ軸に配設された羽根車よりも上流側に配設して構成したこと
を特徴とする立軸ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポンプ配管内に作業員が入れる大型の立軸ポンプにおいて、ポンプ軸をポン
プ配管内で支承する中間軸受の固定側摺動部材および回転側摺動部材の取り付けおよび取
り外し作業等を容易にした立軸ポンプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の立軸ポンプの一例を図７ないし図９を参照して説明する。図７は、従来の立軸ポ
ンプの全体構成図である。図８は、図７における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図で
ある。図９は、図８に示す連結部材の外観図である。
【０００３】
　図７ないし図９において、吸込水槽８のポンプ設置床１の開口部２に、立軸ポンプの吊
下げ管３が配設固定され、吊下げ管３の上に吐出しエルボ４が配設固定されて接続され、
吊下げ管３の下に揚水管５とポンプケーシング６および吸込ベル７が順次に連結されて垂
架され、吸込ベル７が吸込水槽８の水面下に水没させられている。また、ポンプ軸９は、
上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂに２分割されていて、上部ポンプ軸９ａの下端と下
部ポンプ軸９ｂの上端の間に僅かな隙間が設けられて中間軸継手１０により連結される。
中間軸継手１０は、上部ポンプ軸９ａの下端部と下部ポンプ軸９ｂの上端部に跨って図９
に示す連結部材１１が配設され、この連結部材１１とその軸方向上下の上部ポンプ軸９ａ
と下部ポンプ軸９ｂに跨ってスリーブ１２が外嵌される。スリーブ１２は、上部ポンプ軸
９ａと下部ポンプ軸９ｂに対してキー１３ａ、１３ｂにより回転方向の相対的移動が規制
され、上部ポンプ軸９ａの回転動力が下部ポンプ軸９に伝達されるように構成されている
。
【０００４】
　連結部材１１は、図９に示すごとく、軸方向と平行な面で軸芯位置で周方向に２分割さ
れた連結部材１１ａ、１１ｂで形成され、軸方向両端部に内径の小さなフランジ状部がそ
れぞれに設けられ、上部ポンプ軸９ａの下端部および下部ポンプ軸９ｂの上端部にそれぞ
れに設けられた周回りの溝に嵌合させられて、上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂの軸
方向の相対位置が規制されている。また、連結部材１１の外径は、上部ポンプ軸９ａと下
部ポンプ軸９ｂの外径よりごく僅かに小径で、スリーブ１２が外嵌できるように形成され
ている。
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【０００５】
　上部ポンプ軸９ａは、吐出しエルボ４の外壁を貫通して上方外部に突出し、その上端部
がスペース軸継手１４を介して減速装置またはモータ（いずれも図示せず）の出力軸に連
結される。上部ポンプ軸９ａが吐出しエルボ４の外壁を貫通して突出する貫通部分１５に
は、軸封装置１６が設けられ、その少し上方位置に上部軸受１７が設けられて上部ポンプ
軸９ａの上部が支承される。また、下部ポンプ軸９ｂは、その下端部に羽根車１８が配設
固定され、その少し上方位置でポンプケーシング６内に設けられた内側ポンプケーシング
２０に配設された下部軸受２１で支承される。なお、この下部軸受２１は、先行待機運転
が行われる立軸ポンプにあっては、吸込水槽８の最低運転開始水位ＬＷＬよりも高い位置
に配設される。さらに、下部ポンプ軸９ｂは、上端部で中間軸継手１０の少し下方位置で
揚水管５内に配設された中間軸受１９で支承されている。中間軸受１９は、揚水管５に配
設された中間軸受支え２４に設けた軸受ケース２２に固定側摺動部材２３が嵌入配置され
、これに対向させて下部ポンプ軸９ｂに回転側摺動部材２５が外嵌されて構成されている
。
【０００６】
　かかる構成の立軸ポンプにおいて、保守管理のために定期的な点検がなされ、軸受部材
の摩耗状態によっては、軸受摺動部材の交換が必要となる。かかる軸受部材の従来の点検
および部品の交換作業にあっては、吐出しエルボ４、吊下げ管３、揚水管５、ポンプケー
シング６、吸込ベル７、上部ポンプ軸９ａ、下部ポンプ軸９ｂ、羽根車１８等の全ての部
材を一度分解して、上部ポンプ軸９ａおよび下部ポンプ軸９ｂから上部軸受１７と中間軸
受１９および下部軸受２１の軸受摺動部材を取り外して点検し、必要により摩耗した軸受
摺動部材を交換して、再度組み立てていた。かかる作業は、ポンプ配管内に作業員が入れ
るような大型の立軸ポンプでは、部品が大型でかつ重量があり、重量物を吊り上げまた吊
り下ろすためのクレーン装置等が必要であり、分解作業および組立作業のいずれにあって
も多大な労力と時間を要した。
【０００７】
　そこで、かかる問題を解決するために、大型の立軸ポンプの軸受摺動部材の分解および
組立てを行うのに、吐出しエルボ、吊下げ管、揚水管、ポンプケーシング、吸込ベル、ポ
ンプ軸、羽根車等の全ての部材を分解する必要がなしに、吐出しエルボの外壁を貫通して
上方に突出したポンプ軸の上端部とモータの出力軸を駆動連結するスペーサ軸継手を分解
することで、軸受摺動部材をポンプ軸の上端から取り外しまたは取り付けることができる
ようにした技術が特許第４０６６１６３号公報で提案されている。
【特許文献１】特許第４０６６１６３号公報開
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述の特許文献１に示された技術は、ポンプ軸や羽根車を分解する必要がなく、従来の
全ての部材の分解を必要とする点検作業に比較して、その労力と時間が少なくて良く、優
れたものである。しかるに、交換を必要とする中間軸受が吐出しエルボまたは揚水管等の
ポンプ配管内にあり、軸受摺動部材をポンプ軸の上端から取り外しまたは取り付けるため
には、吐出しエルボの外側にあるスペーサ軸継手を取り外すだけでなく、吐出しエルボの
外壁を貫通するポンプ軸の軸封装置やポンプ軸の上部軸受等も分解する必要がある。さら
に、ポンプ軸の中間軸受が配設された位置からポンプ軸の上端までの距離が長くなるので
、この間のポンプ軸の外周部に腐食や付着物がある場合には、軸受摺動部材をポンプ軸の
上端まで移動させることが困難となって、軸受摺動部材の取り付けおよび取り外しが困難
となる。
【０００９】
　本発明は、かかる従来技術の事情に鑑みてなされたもので、作業員がポンプ配管内に入
れるような大型の立軸ポンプで、ポンプ配管内の中間軸受の軸受摺動部材をポンプ軸から
容易に取り付けおよび取り外しができるようにした立軸ポンプを提供することを目的とす
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る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は上述のごとき従来技術を改善するためになされたもので、本発明の立軸ポンプ
は、ポンプ軸を、上部ポンプ軸と下部ポンプ軸に分割し、前記上部ポンプ軸と下部ポンプ
軸を吐出しエルボの上流側のポンプ配管内で中間軸継手により連結し、前記下部ポンプ軸
の上端側部分を中間軸受により支承した立軸ポンプにおいて、前記中間軸継手で連結する
前記上部ポンプ軸の下端と前記下部ポンプ軸の上端の軸方向の間隔を、前記中間軸受に用
いる固定側摺動部材またはこれに対向して配設される回転側摺動部材の軸方向長さのいず
れよりも長く設定し、しかも前記中間軸継手を分解した状態では、前記固定側摺動部材お
よび前記回転側摺動部材を前記下部ポンプ軸の上端まで移動させ得るように構成されてい
る。
【００１１】
　そして、前記吐出しエルボの外壁に作業員が出入りできる点検口を設け、この点検口か
ら前記中間軸受が配設された位置まで作業員が前記ポンプ配管内に入れるように構成する
ことができる。
【００１２】
　さらに、前記下部ポンプ軸の下端側部分を支承する下部軸受けを、前記下部ポンプ軸に
配設された羽根車よりも上流側に配設して構成しても良い。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１記載の立軸ポンプにあっては、ポンプ軸は、ポンプ配管内で中間軸継手により
上部ポンプ軸と下部ポンプ軸が連結され、連結された上部ポンプ軸の下端と下部ポンプ軸
の上端の軸方向の間隔を、下部ポンプ軸の上端側部分を支承する中間軸受に用いる固定側
摺動部材または回転側摺動部材の軸方向長さのいずれよりも長く設定し、中間軸継手を分
解した状態では、固定側摺動部材および回転側摺動部材を下部ポンプ軸の上端まで移動さ
せ得るようにしたので、中間軸継手を分解することで、ポンプ配管内で中間軸受の固定側
摺動部材および回転側摺動部材を下部ポンプ軸の上端まで移動させて下部ポンプ軸から容
易に取り外すことができる。しかも、中間軸受が中間軸継手の少し下方位置に配設されて
いるので、中間軸受が配設される位置から下部ポンプ軸の上端までの距離が短く、固定側
摺動部材および回転側摺動部材を下部ポンプ軸の上端まで移動させることが容易である。
もって、大型の立軸ポンプ軸の中間軸受の点検と部品の交換が容易となる。
【００１４】
　そして、請求項２記載の立軸ポンプにあっては、吐出しエルボの外壁に作業員が出入り
できる点検口を設けて中間軸受が配設された位置まで作業員がポンプ配管内に入れるよう
にしたので、中間軸受が配設された所に作業用の仮設の足場を組む等により、交換作業等
を容易にできる。また、交換作業等に必要な部品や工具などを容易に中間軸受の配設位置
まで搬入することができる。
【００１５】
　さらに、請求項３記載の立軸ポンプにあっては、下部軸受を、下部ポンプ軸に配設され
た羽根車よりも上流側に配設したので、下部軸受を分解して、下部ポンプ軸の下端より軸
受摺動部材を容易に取り外しまたは取り付けすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の第１実施例を図１ないし図４を参照して説明する。図１は、本発明の立
軸ポンプの第１実施例の全体構成図である。図２は、図１における中間軸継手の部分の縦
断面部分拡大図である。図３は、図２に示す連結部材の外観図である。図４は、図１にお
ける下部軸受の部分の縦断面部分拡大図である。図１ないし図４において、図７ないし図
９に示すものと同じまたは均等な部材には同じ符号を付けて重複する説明を省略する。
【００１７】
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　図１に示す第１実施例の立軸ポンプにおいて、ポンプ軸９が上部ポンプ軸９ａと下部ポ
ンプ軸９ｂに分割され、この上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端が、ポン
プ配管内で中間軸継手３２で駆動連結されることは、図７に示す従来例と同じである。し
かし、従来例と大きく相違するところは、中間軸継手３２の軸方向長さが長く設定され、
上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端の軸方向の間隔Ｌが、中間軸受１９の
固定側摺動部材２３の軸方向長さＬ１またはこれに対向して設けられている回転側摺動部
材２５の軸方向長さＬ２のいずれよりも長く設定されていることにある。しかも、中間軸
継手３２を分解した状態では、中間軸受１９の固定側摺動部材２３および回転側摺動部材
２５が下部ポンプ軸９ｂの上端まで容易に移動できるように構成されている。なお、中間
軸継手３２の少し下方位置で、中間軸受１９は下部ポンプ軸９ｂの上端側部分を支承して
おり、中間軸受１９の配設位置から下部ポンプ軸９ｂの上端までの距離は短い。そして、
中間軸継手３２の連結部材３０は、図３に示すように、従来例に比較して軸方向の長さが
長く設定された以外は、構造的な相違がない。なお、スリーブ３１は、連結部材３０が軸
方向に長くなったのに対応して、連結部材３０とその軸方向上下の上部ポンプ軸９ａと下
部ポンプ軸９ｂに跨って外嵌されるように、軸方向に長く設定されている。また、吐出し
エルボ４の外壁には、作業員が出入りできる点検口３３が設けられ、この点検口３３から
中間軸受１９が配設された位置まで作業員がポンプ配管内に入れるように構成されている
。この点検口３３は、ポンプ運転がなされる通常時には蓋で閉塞され、作業員がポンプ配
管内に立ち入る際にのみ開口することは勿論である。
【００１８】
　さらに、第１実施例の立軸ポンプにあっては、下部ポンプ軸９ｂの下端部を支承する下
部軸受４０が羽根車１８よりも上流側（下方側）に配設されている。羽根車１８よりも上
流側（下方側）の位置で吸込ベル７に下部軸受支え４４が配設され、この下部軸受支え４
４に軸受ケース収納部４３が設けられる。この軸受ケース収納部４３に下側（上流側）か
ら軸受ケース４１が挿入されて、軸受ケース収納部４３の底面に軸受ケース４１のフラン
ジ部がボルト４６で下側から締め付け固定される。この軸受ケース４１内に、上側から固
定側摺動部材４２が嵌入されている。また、回転側摺動部材４７は、下端より下部ポンプ
軸９ｂに外嵌され、下部ポンプ軸９ｂの下端面にストッパ４８がボルト４９により下側か
ら締め付け固定され、ストッパ４８のフランジ部で回転側摺動部材４７の下側への移動が
規制されている。なお、この下部軸受４０は、吸込水槽８の最低運転開始水位ＬＷＬ以下
の水面下に配設されることが望ましい。
【００１９】
　かかる構成の第１実施例において、中間軸受１９の点検にあっては、まず点検口３３の
蓋を外して、作業員がポンプ配管内に入り、中間軸受支え２４の上に足場板等を敷いて作
業用床を仮設する。次に、中間軸継手３２のスリーブ３１を上方（下流側）に移動させて
、上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂとを連結している連結部材３０を露出させるとと
もに、軸方向と平行な面で軸芯位置で２分割した連結部材３０ａ、３０ｂを取り外す。そ
して、中間軸受１９の固定側摺動部材２３と回転側摺動部材２５を上方に移動させて、上
部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端の間隔Ｌで、下部ポンプ軸９ｂの上端か
ら抜き取り外方に取り出す。ここで、上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端
の軸方向の間隔Ｌが、固定側摺動部材２３の軸方向長さＬ１および回転側摺動部材２５の
軸方向長さＬ２のいずれよりも長く設定されているので、簡単に取り外すことができる。
また、中間軸受１９が中間軸継手３２の少し下方位置に配設されているので、中間軸受１
９が配設される位置から下部ポンプ軸９ｂの上端までの距離が短く、固定側摺動部材２３
および回転側摺動部材２５を下部ポンプ軸９ｂの上端まで移動させることが容易である。
そして、吐出しエルボ４の外壁に作業員が出入りできる点検口３３を設けて中間軸受１９
が配設された位置まで作業員がポンプ配管内に入れるようにしたので、中間軸受１９が配
設された所に作業用の足場を組む等により、交換作業等が容易である。また、交換作業等
に必要な部品や工具などを容易に中間軸受１９の配設位置まで容易に搬入することができ
る。もって、大型の立軸ポンプ軸の中間軸受１９の点検と部品の交換が容易となる。
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【００２０】
　さらに、下部軸受４０の固定側摺動部材４２と回転側摺動部材４７を交換するためには
、ボルト４６を取り外して軸受ケース収納部４３から軸受ケース４１を下方向に取り外す
ことで、固定側摺動部材４２を取り外すことができる。また、ボルト４９を下部ポンプ軸
９ｂの下端面から取り外してストッパ４８を下部ポンプ軸９ｂの下端から下方向に取り外
すことで、回転側摺動部材４７を下部ポンプ軸９ｂの下端から容易に下方向に取り外すこ
とができる。かかる作業は、下部軸受４０が、吸込水槽８の最低運転開始水位ＬＷＬ以下
の水面下に設けられているならば、まず吸込水槽８内の水を水中ポンプ等で排水して下部
軸受４０が水面上となり作業が可能な水位まで吸込水槽８の水位を下げた後で、作業すれ
ば良い。ここで、下部軸受４０を吸込水槽８の最低運転開始水位ＬＷＬ以下の水面下に設
けることで、下部軸受４０が常に水で潤滑された状態に保持されるために、気水運転用等
の特殊な軸受部品を用いる必要がなく、汎用性の高い水中軸受部品を使用することが可能
である。そのために、下部軸受４０の損傷等で軸受部品の交換が必要となった場合に、短
時間で必要とされる交換部品が調達でき、立軸ポンプを早期に復旧することが可能である
。
【００２１】
　次に、本発明の第２実施例を図５を参照して説明する。図５は、本発明の立軸ポンプの
第２実施例における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図である。図５において、図１な
いし図４および図７ないし図９に示すものと同じまたは均等な部材には同じ符号を付けて
重複する説明を省略する。
【００２２】
　図５に示す第２実施例において、ポンプ軸９が上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂに
分割され、この上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端が、図１に示す実施例
と同様に、ポンプ配管内で中間軸継手６３で駆動連結されるが、第１実施例と相違すると
ころは、中間軸継手６３の構造にある。なお、上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９
ｂの上端の軸方向の間隔Ｌが、中間軸受６０の固定側摺動部材６１の軸方向長さＬ１また
はこれに対向して設けられている回転側摺動部材６２の軸方向長さＬ２のいずれよりも長
く設定されていることは同様である。中間軸継手６３の構造は以下のようなものである。
まず上部ポンプ軸９ａの下端側部分と下部ポンプ軸９ｂの上端側部分に周状にそれぞれ溝
７１、７２が設けられ、これらの溝７１、７２に軸方向と平行な面で２分割されたリング
６４、６５がそれぞれに嵌め込まれる。リング６４、６５の内径は、溝７１、７２の底部
の外径より僅かに大きく、リング６４、６５の外径は、上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸
９ｂの外径より大きく設定される。しかも、上部ポンプ軸９ａに嵌め込まれたリング６４
と下端側部分に嵌め込まれたリング６５との間で、上部ポンプ軸９ａの下端部と下部ポン
プ軸９ｂの上端部に跨りスリーブ６６が外嵌されている。スリーブ６６と上部ポンプ軸９
ａおよび下部ポンプ軸９ｂは、キー１３ａ、１３ｂにより上部ポンプ軸９ａから下部ポン
プ軸９ｂに回転動力が伝達されるように構成されている。さらに、スリーブ６６の上端面
に上部ポンプ軸９ａに外嵌された押止部材６７が上方からボルト６９により締め付け固定
され、リング６４がスリーブ６６と押止部材６７に狭持固定されて径が大きくなる方向へ
の移動が規制される。また、スリーブ６６の下端面に下部ポンプ軸９ｂに外嵌された押止
部材６８が下方からボルト７０により締め付け固定され、リング６５がスリーブ６６と押
止部材６８に狭持固定されて径が大きくなる方向への移動が規制される。
【００２３】
　下部ポンプ軸９ｂから中間軸受６０の固定側摺動部材６１および回転側摺動部材６２を
取り外すためには、中間軸継手６３を分解して取り除く。まず、ボルト６９を取り外して
押止部材６７を上方にずらして、リング６４を分割して上部ポンプ軸９ａから取り外す。
また、ボルト７０を取り外して押止部材６７を下方にずらして、リング６５を分割して下
部ポンプ軸９ｂから取り外す。さらに、スリーブ６６を上方に移動させるとともに押止部
材６８も上方に移動して、押止部材６８は上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの
上端の軸方向の間隔Ｌから取り外す。そして、固定側摺動部材６１および回転側摺動部材
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６２を下部ポンプ軸９ｂの上端まで移動させて、上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸
９ｂの上端の軸方向の間隔Ｌから取り外す。
【００２４】
　さらに、本発明の第３実施例を図６を参照して説明する。図６は、本発明の立軸ポンプ
の第３実施例における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図である。図６において、図１
ないし図５および図７ないし図９に示すものと同じまたは均等な部材には同じ符号を付け
て重複する説明を省略する。
【００２５】
　図６に示す第３実施例において、ポンプ軸９が上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂに
分割され、この上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端が、接続管８０の介装
によりポンプ配管内で駆動連結されている。なお、上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ
軸９ｂの上端の軸方向の間隔Ｌが、中間軸受９２の固定側摺動部材９０の軸方向長さＬ１
またはこれに対向して設けられている回転側摺動部材９１の軸方向長さＬ２のいずれより
も長く設定されていることは同様である。接続管８０を連結する構造は以下のようなもの
である。まず、上部ポンプ軸９ａの下端部にフランジ状部分が形成され、接続管８０の上
端部に形成されたフランジ状部分８１にボルト８２で締め付け固定される。また、下部ポ
ンプ軸９ｂの上端部に連結フランジ８４が組み付けられ、接続管８０の下端部に形成され
たフランジ状部分８３にボルト８５で締め付け固定される。下部ポンプ軸９ｂの上端部に
組み付けられる連結フランジ８４は、以下のような構造である。下部ポンプ軸９ｂの上端
側部分に周状に溝８８が設けられ、この溝８８に軸方向と平行な面で２分割されたリング
８９が嵌め込まれる。リング８９の内径は、溝８８の底部の外径より僅かに大きく、リン
グ８９の外径は、下部ポンプ軸９ｂの外径より大きく設定される。このリング８９の下方
に押止部材８７が下部ポンプ軸９ｂに外嵌され、リング８９の上方に係止部材８６が配設
され、押止部材８７と係止部材８６でリング８９が狭持固定されるようにし、さらに接続
管８０の下端面に設けたフランジ状部分８３と係止部材８６および押止部材８７からなる
連結フランジ８４がボルト８５により共締め固定されている。さらに、下部ポンプ軸９ｂ
に外嵌された押止部材８７は、下部ポンプ軸９ｂに対してキー１３ｂにより押止部材８７
から下部ポンプ軸９ｂに回転動力が伝達されるように構成されている。
【００２６】
　下部ポンプ軸９ｂから中間軸受９２の固定側摺動部材９０および回転側摺動部材９１を
取り外すためには、接続管８０を取り外す。まず、ボルト８２を取り外して、上部ポンプ
軸９ａと接続管８０を分離する。次いで、ボルト８５を取り外して、下部ポンプ軸９ｂと
接続管８０を分離し、上部ポンプ軸９ａと下部ポンプ軸９ｂの間から接続管８０を取り除
く。そして、押止部材８７を下方にずらして、リング８９を分割して下部ポンプ軸９ｂか
ら取り外す。さらに、係止部材８６と押止部材８７を上方にずらして、係止部材８６と押
止部材８７を上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端の軸方向の間隔Ｌから取
り外す。そして、固定側摺動部材９０および回転側摺動部材９１を下部ポンプ軸９ｂの上
端まで移動させて、上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの上端の軸方向の間隔Ｌ
から取り外す。
【００２７】
　なお、本発明の立軸ポンプにあっては、上部ポンプ軸９ａの下端と下部ポンプ軸９ｂの
上端の軸方向の間隔Ｌが、固定側摺動部材２３、４２、６１、９０の軸方向長さＬ１およ
び回転側摺動部材２５、４７、６２、９１の軸方向長さＬ２のいずれよりも長く設定され
ていて、しかも上部ポンプ軸９ａの下端部分と下部ポンプ軸９ｂの上端部分が取り外しで
きる部材で適宜に連結されていれば良く、上記第１および第２実施例のごとく中間軸継手
３２、６３や第３実施例のごとく接続管８０を用いた構造に限られない。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の立軸ポンプの第１実施例の全体構成図である。
【図２】図１における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図である。
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【図３】図２に示す連結部材の外観図である。
【図４】図１における下部軸受の部分の縦断面部分拡大図である。
【図５】本発明の立軸ポンプの第２実施例における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図
である。
【図６】本発明の立軸ポンプの第３実施例における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図
である。
【図７】従来の立軸ポンプの全体構成図である。
【図８】図７における中間軸継手の部分の縦断面部分拡大図である。
【図９】図８に示す連結部材の外観図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　ポンプ設置床
　２　開口部
　３　吊下げ管
　４　吐出しエルボ
　５　揚水管
　６　ポンプケーシング
　７　吸込ベル
　８　吸込水槽
　９　ポンプ軸
　９ａ　上部ポンプ軸
　９ｂ　下部ポンプ軸
　１０、３２、６３　中間軸継手
　１１、１１ａ、１１ｂ、３０、３０ａ、３０ｂ　連結部材
　１２、３１、６６　スリーブ
　１３ａ、１３ｂ　キー
　１４　スペース軸継手
　１５　貫通部
　１６　軸封装置
　１７　上部軸受
　１８　羽根車
　１９、６０、９２　中間軸受
　２０　内側ポンプケーシング
　２１、４０　下部軸受
　２２　軸受ケース
　２３、４２、６１、９０　固定側摺動部材
　２４　中間軸受支え
　２５、４７、６２、９１　回転側摺動部材
　３３　点検口
　４１　軸受ケース
　４３　軸受ケース収納部
　４４　下部軸受支え
　４８　ストッパ
　４６、４９、６９、７０、８２、８５　ボルト
　６４、６５、８９　リング
　６７、６８、８７　押止部材
　７１、７２、８８　溝
　８０　接続管
　８１、８３　フランジ状部分
　８４　連結フランジ
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　８６　係止部材
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